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１．調査概要

調査期間 平成29年8月2日（水）

～平成29年8月14日（月）

（2）調査日時

（3）調査対象
北広島市に居住する6,000世帯を無作為抽出

・北広島団地地区：1,400部

・東部地区 ：1,200部

・西の里地区 ：1,200部

・大曲地区 ：1,200部

・西部地区 ：1,000部

（4）調査方法
対象世帯に対して郵送配布・郵送回収により、調査を実施

配布数：6,000世帯

回収数：2,197世帯（36.6％）

3,399票

（5）調査項目

問1）個人属性
・年齢

・性別

・職業

・居住地

・免許・自動車の保有状況

・外出頻度

・バスの利用環境、利用状況

問2）日頃の交通行動
・通勤・通学時

・買い物時

・通院時

・私用外出時

問3）北広島市のバス交通の課題
・バスの運行状況による外出への影響の有無

・バス利用で最も困っていること

問4）北広島市のバス交通に対するニーズ
・バス路線で行きたい地区、施設

・上記の状況で利用したい公共交通

・公共交通の維持・確保で自分の考えに最も近いもの

問5）現在のバスサービスに対する満足度

市内における利便性が高く、効率的な公共交通網の構築

に向け、市民の交通行動や公共交通に対するニーズを把握す

ることを目的に、アンケート調査を実施する。

（1）調査目的

（6）集計方法
※グラフの「nの値」は回答の総数を指し、無回答や無効回

答などは除いた数。

※ SAはシングルアンサー（Single answer）の略で質問に

対して回答が1つのもので、MAはマルチアンサー（Multi 
answer）の略で複数回答可の質問。
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（1）年齢（SA）

２．分析結果／問1 個人属性

・回答者の年齢は、65～69歳（14.6％）が最も多く、70～74歳（11.5％）、60～64歳（9.8％）と続く。
・平成27年度国勢調査と比較すると、54歳以下の人口の割合が少なく、55歳以上の人口の割合が多くなっている。
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（2）性別（SA）

２．分析結果／問1 個人属性

・回答者の性別は、男性（40.9％）、女性（59.1％）となっている。
・平成27年度国勢調査と比較すると、男性の割合が少なくなっている。

平成27年度 国勢調査
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（3）職業（SA）

（4）居住地（SA）

・回答者の職業は、無職（25.4％）が最も多く、主婦・主夫（24.1％）、会社員（20.1％）と続く。
・回答者の居住地は、北広島団地地区（27.8％）が最も多く、西の里地区（20.3％）、東部地区（18.9％）と続く。

２．分析結果／問1 個人属性
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・回答者の免許と自動車の保有状況は、免許・自動車の両方を所持（61.9％）が最も多く、
どちらも所持していない（23.1％）と続く。
・回答者の外出頻度は、ほぼ毎日（55.6％）が最も多く、週に3,4回（22.3％）と続く。

（5）免許と自動車の保有状況（SA）

（6）外出頻度（SA）

２．分析結果／問1 個人属性
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（7）自宅から徒歩5分圏内にバス停があるか（SA）
（8）バスの利用頻度（SA）

・回答者の自宅から徒歩5分圏内でのバス停の有無は、バス停がある（88.9％）が最も多く、バス停はない（9.5％）と続く。
・回答者のバスの利用頻度は、めったに乗らない（63.0％）が最も多く、月に数回（17.6％）と続く。

２．分析結果／問1 個人属性
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通勤・通学先から出発する時間帯

n=1327

・回答者の自宅から出発する時間帯は、7時台（42.7％）が最も多く、8時台（27.0％）、6時台（15.0％）と続いており、
6時台～8時台の合計で全体の84.7％を占めている。
・回答者の通勤・通学先から出発する時間帯は、17時台（23.7％）が最も多く、18時台（21.9％）と続いており、
17時台～18時台の合計で全体の45.6％を占めている、

問2-1 通勤・通学について

（1）自宅から出発する時間帯（SA）

（2）通勤・通学先から出発する時間帯（SA）

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について
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・回答者の通勤・通学場所は、その他札幌市（21.2％）が最も多く、東部地区（9.5％）、札幌駅周辺（9.5％）と続く。
・その他札幌市の内訳は白石区（28.8％）が最も多く、清田区（28.1％）と続く。

問2-1 通勤・通学について

（3）通勤・通学場所（SA）

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について
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・北広島団地地区居住者の通勤・通学時の主な交通手段は、夏期では徒歩（37.7％）が最も多く、JR（35.8％）、自らが
運転する自動車（32.6％）と続いており、路線バスの利用は25.6％となっている。
・冬期では徒歩（41.1％）が最も多く、JR（35.7％）、自らが運転する自動車（32.2％）と続いており、路線バスの利用
は30.6％と夏期よりも高くなっている。

問2-1 通勤・通学について

（4）通勤・通学時の主な交通手段（MA）

①北広島団地地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について
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問2-1 通勤・通学について

（4）通勤・通学時の主な交通手段（MA）

②東部地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・東部地区居住者の通勤・通学時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（40.2％）が最も多く、徒歩（28.5％）
と続いており、路線バスの利用は11.4％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（38.7％）が最も多く、徒歩（35.5％）、JR（28.0％）と続いており、路線バスの利用
は15.1％と夏期よりも高くなっている。
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問2-1 通勤・通学について

（4）通勤・通学時の主な交通手段（MA）

③西の里地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・西の里地区居住者の通勤・通学時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（35.6％）が最も多く、徒歩
（30.7％）、 JR（28.2％）と続いており、路線バスの利用は22.0％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（35.9％）が最も多く、徒歩（31.6％）と続いており、路線バスの利用は27.8％と
夏期よりも高くなっている。
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問2-1 通勤・通学について

（4）通勤・通学時の主な交通手段（MA）

④大曲地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・大曲地区居住者の通勤・通学時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（49.8％）が最も多くなっており、
路線バスの利用は29.3％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（49.1％）が最も多くなっており、路線バスの利用は32.4％と夏期よりも高くなっている。
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問2-1 通勤・通学について

（4）通勤・通学時の主な交通手段（MA）

⑤西部地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・西部地区居住者の通勤・通学時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（46.6％）が最も多く、自動車に送迎・
同乗する（26.7％）と続いており、路線バスの利用は24.4％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（46.2％）が最も多く、自動車に送迎・同乗する（26.5％）と続いており、路線バスの利用
は25.4％と夏期よりも高くなっている。
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・回答者の買物にいく回数は、週に1～2回（44.4％）が最も多く、週に3～4回（25.7％）と続く。
・回答者の買物に行く曜日は、特に決まっていない（57.4％）が最も多く、日曜日（34.7％）、土曜日（26.1％）と続く。

問2-2 買物について

（1）買物に行く回数（SA）

（2）買物に行く曜日（MA）

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について
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・回答者の買物先に到着する時間帯は、10時台（30.9％）が最も多く、11時台（17.2％）、9時台（9.0％）と続いており、
9時台～11時台の合計で全体の57.1％を占めている。
・回答者の買物先での滞在時間は、30分～1時間（43.4％）が最も多く、30分以内（37.3％）と続く。

問2-2 買物について

（3）買物先に到着する時間帯（SA）

（4）買物先での滞在時間（SA）

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について
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・回答者のよく利用する買物場所は、大曲地区（27.6％）が最も多く、北広島団地地区（27.2％）と続いており、北広島
市内の利用が全体の77.2％を占めている。

問2-2 買物について

（5）よく利用する買物場所（SA）

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について
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・北広島団地地区居住者の買物時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（46.3％）が最も多く、徒歩（31.9％）、
自動車に送迎・同乗する（20.0％）と続いており、路線バスの利用は15.4％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（45.3％）が最も多く、徒歩（32.0％）、自動車に送迎・同乗する（21.6％）と続いており、
路線バスの利用は20.6％と夏期よりも高くなっている。

問2-2 買物について

（6）買物時の主な交通手段（MA）

①北広島団地地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

31.9%

9.7%

6.5%

1.7%

15.4%

3.4%

46.3%

20.0%

0.5%

0.2%

32.0%

1.5%

7.2%

1.7%

20.6%

5.0%

45.3%

21.6%

0.1%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

北広島団地地区

夏期(n=812) 冬期(n=806)
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問2-2 買物について

（6）買物時の主な交通手段（MA）

②東部地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・東部地区居住者の買物時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（53.6％）が最も多く、徒歩（27.4％）、
自動車に送迎・同乗する（21.8％）と続いており、路線バスの利用は5.3％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（53.7％）が最も多く、徒歩（32.2％）、自動車に送迎・同乗する（23.5％）と続いており、
路線バスの利用は8.5％と夏期よりも高くなっている。

27.4%

15.9%

5.3%

1.3%

5.3%

1.5%

53.6%

21.8%

0.2%

0.4%

32.2%

3.1%

6.1%

1.3%

8.5%

2.6%

53.7%

23.5%

0.2%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

東部地区

夏期(n=547) 冬期(n=544)
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問2-2 買物について

（6）買物時の主な交通手段（MA）

③西の里地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・西の里地区居住者の買物時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（53.1％）が最も多く、自動車に送迎・同乗
する（29.6％）、徒歩（13.5％）と続いており、路線バスの利用は13.0％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（52.3％）が最も多く、自動車に送迎・同乗する（29.9％）と続いており、路線バスの利用
は15.5％と夏期よりも高くなっている。

13.5%

6.8%

5.3%

2.7%

13.0%

2.7%

53.1%

29.6%

0.3%

0.2%

15.0%

2.8%

4.3%

3.3%

15.5%

4.0%

52.3%

29.9%

0.2%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

西の里地区

夏期(n=584) 冬期(n=579)
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問2-2 買物について

（6）買物時の主な交通手段（MA）

④大曲地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・大曲地区居住者の買物時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（59.6％）が最も多く、徒歩（23.2％）、
自動車に送迎・同乗する（22.8％）と続いており、路線バスの利用は9.5％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（58.9％）が最も多く、徒歩（24.4％）、自動車に送迎・同乗する（24.0％）と
続いており、路線バスの利用は10.5％と夏期よりも高くなっている。

23.2%

9.7%

1.5%

3.0%

9.5%

1.9%

59.6%

22.8%

0.4%

0.6%

24.4%

1.5%

1.7%

3.4%

10.5%

2.3%

58.9%

24.0%

0.0%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

大曲地区

夏期(n=535) 冬期(n=533)



21

問2-2 買物について

（6）買物時の主な交通手段（MA）

⑤西部地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・西部地区居住者の買物時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（63.2％）が最も多く、自動車に送迎・同乗する
（31.4％）と続いており、路線バスの利用は10.5％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（61.1％）が最も多く、自動車に送迎・同乗する（31.7％）と続いており、路線バスの利用は
12.6％と夏期よりも高くなっている。

5.4%

3.1%

2.3%

2.6%

10.5%

1.8%

63.2%

31.4%

0.0%

0.0%

5.7%

1.5%

3.1%

2.8%

12.6%

2.6%

61.1%

31.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

西部地区

夏期(n=389) 冬期(n=388)
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ほぼ毎日（週５日程度）

0.5%

週に３～４回

1.2%
週に１～２回

3.2%

月に数

回

34.8%

めったに

行かな

い

60.3%

病院に行く回数

n=3200

・回答者の病院に行く回数は、めったに行かない（60.3％）が最も多く、月に数回（34.8％）と続く。
・回答者の病院に行く曜日は、特に決まっていない（53.2％）が最も多く、火曜日（14.3％）と続く。

問2-3 通院について

（1）病院に行く回数（SA）

（2）病院に行く曜日（SA）

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

13.8%

14.3%

13.3%

9.7%

13.8%

5.4%

0.7%

53.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

特に決まっていない

病院に行く曜日

n=1563
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3.8%

14.6%

32.6%

10.4%

19.8%

3.1%

15.8%

0%

10%

20%

30%

40%

30分未満 30分～

1時間

1時間～

1時間半

1時間半～

2時間

2時間～

2時間半

2時間半～

3時間

3時間以上

病院での滞在時間

n=1462

0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 1.2%

11.0%

28.6%
26.4%

11.7%

0.1%

4.0%
5.6%

3.0% 2.6% 2.7%
1.7%

0.3% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0%
0%

10%

20%

30%

0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時11時12時13時14時15時16時17時18時19時20時21時22時23時

病院に到着する時間帯

n=1365

・回答者の病院に到着する時間帯は、9時台（28.6％）が最も多く、10時台（26.4％）と続いており、
8時台～10時台の合計で全体の66.0％を占めている。
・回答者の病院での滞在時間は、1時間～1時間半（32.6％）が最も多く、2時間～2時間半（19.8％）と続く。

問2-3 通院について

（3）病院に到着する時間帯（SA）

（4）病院での滞在時間（SA）

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について
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20.9%

16.3%

2.0%

17.6%

0.8%

4.2%

1.4%

3.5%

9.3%

5.8%

13.5%

3.3%

0.1%

0.3%

0.3%

0.0%

0.8%

北広島団地地区

東部地区

西の里地区

大曲地区

西部地区

札幌駅周辺

大通り周辺

その他中央区

新札幌周辺

その他厚別区

その他札幌市

恵庭市

千歳市

江別市

長沼町

南幌町

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25%

よく利用する通院場所

n=1782

・回答者のよく利用する通院場所は、北広島団地地区（20.9％）が最も多く、大曲地区（17.6％）、東部地区（16.3％）
と続いており、北広島市内の利用が全体の57.6％を占めている。

問2-3 通院について

（5）よく利用する通院場所（SA）

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について
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・北広島団地地区居住者の通院時の主な交通手段は、夏期では徒歩（39.0％）が最も多く、自らが運転する自動車（36.3％）
と続いており、路線バスの利用は21.5％となっている。
・冬期では徒歩（39.0％）が最も多く、自らが運転する自動車（35.0％）と続いており、路線バスの利用は24.1％と
夏期よりも高くなっている。

問2-3 通院について

（6）通院時の主な交通手段（MA）

①北広島団地地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

39.0%

7.9%

17.7%

6.0%

21.5%

0.8%

8.8%

36.3%

13.8%

0.0%

1.0%

39.0%

1.7%

18.3%

6.2%

24.1%

0.8%

10.7%

35.0%

15.7%

0.0%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

病院の送迎バス

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

北広島団地地区

夏期(n=521) 冬期(n=515)
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問2-3 通院について

（6）通院時の主な交通手段（MA）

②東部地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・東部地区居住者の通院時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（41.2％）が最も多く、徒歩（36.7％）、
JR（15.1％）と続いており、路線バスの利用は9.6％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（39.5％）が最も多く、徒歩（36.9％）、JR（16.5％）と続いており、路線バスの利用は
12.0％と夏期よりも高くなっている。

36.7%

12.2%

15.1%

4.8%

9.6%

1.0%

7.7%

41.2%

14.8%

0.0%

0.6%

36.9%

2.3%

16.5%

6.5%

12.0%

1.0%

8.7%

39.5%

18.1%

0.0%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

病院の送迎バス

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

東部地区

夏期(n=311) 冬期(n=309)
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問2-3 通院について

（6）通院時の主な交通手段（MA）

③西の里地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・西の里地区居住者の通院時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（50.0％）が最も多く、路線バスの利用は
26.7％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（47.4％）が最も多く、路線バスの利用は28.5％と夏期よりも高くなっている。

21.2%

4.2%

7.0%

7.9%

26.7%

2.1%

7.3%

50.0%

17.6%

0.0%

0.3%

20.1%

0.9%

7.4%

8.4%

28.5%

2.2%

8.4%

47.4%

18.9%

0.0%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

病院の送迎バス

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

西の里地区

夏期(n=330) 冬期(n=323)
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問2-3 通院について

（6）通院時の主な交通手段（MA）

④大曲地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・大曲地区居住者の通院時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（52.4％）が最も多く、徒歩（27.4％）と
続いており、路線バスの利用は17.0％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（52.2％）が最も多く、徒歩（27.2％）と続いており、路線バスの利用は17.0％と
夏期と同じ割合になっている。

27.4%

6.3%

0.9%

4.5%

17.0%

0.0%

6.5%

52.4%

18.2%

0.0%

0.6%

27.2%

0.9%

0.9%

5.1%

17.0%

0.0%

8.1%

52.2%

18.5%

0.0%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

病院の送迎バス

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

大曲地区

夏期(n=336) 冬期(n=335)
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問2-3 通院について

（6）通院時の主な交通手段（MA）

⑤西部地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

・西部地区居住者の通院時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（62.5％）が最も多く、自動車に送迎・同乗する
（25.5％）と続いており、路線バスの利用は14.8％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（61.4％）が最も多く、自動車に送迎・同乗する（26.0％）と続いており、路線バスの利用は
15.3％と夏期よりも高くなっている。

8.8%

0.5%

0.9%

4.2%

14.8%

0.5%

4.6%

62.5%

25.5%

0.0%

0.5%

9.3%

0.5%

0.9%

3.7%

15.3%

0.0%

5.6%

61.4%

26.0%

0.0%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

病院の送迎バス

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

西部地区

夏期(n=216) 冬期(n=215)
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ほぼ毎日（週５日程度）

6.6%

週に３～４回

11.7%

週に１～２回

26.9%
月に数回

29.7%

めったに行かない

25.1%

私用での外出頻度

n=3281

・回答者の私用の外出頻度は、月に数回（29.7％）が最も多く、週に1～2回（26.9％）、めったに行かない（25.1％）
と続く。

問2-4 私用について

（1）私用の外出頻度（SA）

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について
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・北広島団地地区居住者の私用でよく行く場所は、北広島市内では北広島団地地区（34.8％）が最も多く、東部地区（8.4％）
と続く。
・北広島市外では札幌駅周辺（18.4％）が最も多く、新札幌周辺（8.6％）と続く。

問2-4 私用について

（2）私用でよく行く場所（SA）

①北広島団地地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

34.8%
8.4%

0.9%
5.2%

0.9%
18.4%

3.2%
3.3%

8.6%
1.3%

6.1%
2.6%

1.2%
0.7%
0.9%

0.1%
3.5%

0% 10% 20% 30% 40%

北広島団地地区
東部地区
西の里地区
大曲地区
西部地区

札幌駅周辺
大通り周辺

その他中央区
新札幌周辺
その他厚別区
その他札幌市

恵庭市
千歳市
江別市
長沼町
南幌町
その他

北広島団地地区

n=690
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・東部地区居住者の私用でよく行く場所は、北広島市内では東部地区（28.9％）が最も多く、北広島団地地区（7.1％）
と続く。
・北広島市外では札幌駅周辺（18.6％）が最も多く、新札幌周辺（13.9％）と続く。

問2-4 私用について

（2）私用でよく行く場所（SA）

②東部地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

7.1%
28.9%

1.1%
4.1%

1.1%
18.6%

2.8%
2.8%

13.9%
1.5%

7.9%
2.6%

1.9%
1.1%
0.6%

0.0%
4.1%

0% 10% 20% 30% 40%

北広島団地地区
東部地区
西の里地区
大曲地区
西部地区

札幌駅周辺
大通り周辺

その他中央区
新札幌周辺
その他厚別区
その他札幌市

恵庭市
千歳市
江別市
長沼町
南幌町
その他

東部地区

n=467
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・西の里地区居住者の私用でよく行く場所は、北広島市内では西の里地区（13.7％）が最も多く、東部地区（1.4％）、
大里地区（1.4％）と続く。
・北広島市外では新札幌周辺（31.5％）が最も多く、札幌駅周辺（14.5％）と続く。

問2-4 私用について

（2）私用でよく行く場所（SA）

③西の里地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

0.8%
1.4%

13.7%
1.4%

0.4%
14.5%

6.4%
3.0%

31.5%
9.4%
10.4%

0.8%
0.6%
0.4%
0.4%
0.6%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40%

北広島団地地区
東部地区
西の里地区
大曲地区
西部地区

札幌駅周辺
大通り周辺

その他中央区
新札幌周辺
その他厚別区
その他札幌市

恵庭市
千歳市
江別市
長沼町
南幌町
その他

西の里地区

n=502
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・大曲地区居住者の私用でよく行く場所は、北広島市内では大曲地区（23.5％）が最も多く、東部地区（2.8％）、
北広島団地地区（2.4％）と続く。
・北広島市外ではその他札幌市（26.3％）が最も多く、札幌駅周辺（17.5％）と続く。

問2-4 私用について

（2）私用でよく行く場所（SA）

④大曲地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

2.4%
2.8%

0.9%
23.5%

0.2%
17.5%

5.2%
2.2%

9.1%
3.9%

26.3%
1.1%
0.9%
0.6%

0.0%
0.0%

3.5%

0% 10% 20% 30%

北広島団地地区
東部地区
西の里地区
大曲地区
西部地区

札幌駅周辺
大通り周辺

その他中央区
新札幌周辺
その他厚別区
その他札幌市

恵庭市
千歳市
江別市
長沼町
南幌町
その他

大曲地区

n=463
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・西部地区居住者の私用でよく行く場所は、北広島市内では大曲地区（17.8％）が最も多く、西部地区（7.7％）と続く。
・北広島市外ではその他札幌市（20.2％）が最も多く、札幌駅周辺（16.6％）と続く。

問2-4 私用について

（2）私用でよく行く場所（SA）

⑤西部地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

7.1%
3.7%

1.2%
17.8%

7.7%
16.6%

3.7%
2.5%

3.7%
2.5%

20.2%
5.2%

2.5%
0.6%
0.9%

0.0%
4.3%

0% 10% 20% 30%

北広島団地地区
東部地区
西の里地区
大曲地区
西部地区
札幌駅周辺
大通り周辺

その他中央区
新札幌周辺
その他厚別区
その他札幌市

恵庭市
千歳市
江別市
長沼町
南幌町
その他

西部地区

n=326
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・北広島団地地区居住者の私用時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（42.7％）が最も多く、徒歩（35.3％）、
JR（32.6％）と続いており、路線バスの利用は23.3％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（40.1％）が最も多く、JR（34.6％）、徒歩（32.9％）と続いており、路線バスの利用は
26.9％と夏期よりも高くなっている。

問2-4 私用について

（3）私用時の主な交通手段（MA）

①北広島団地地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

35.3%

8.4%

32.6%

8.1%

23.3%

1.4%

4.7%

42.7%

15.4%

1.0%

0.4%

32.9%

1.2%

34.6%

8.4%

26.9%

1.2%

6.6%

40.1%

18.3%

0.1%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

施設等の無料送迎

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

北広島団地地区

夏期(n=729) 冬期(n=726)
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・東部地区居住者の私用時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（49.3％）が最も多く、 JR（32.5％）、
徒歩（30.9％）と続いており、路線バスの利用は15.2％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（47.4％）が最も多く、 JR（34.7％）、徒歩（30.5％）と続いており、路線バスの利用は
17.5％と夏期よりも高くなっている。

問2-4 私用について

（3）私用時の主な交通手段（MA）

②東部地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

30.9%

11.4%

32.5%

8.6%

15.2%

0.2%

4.2%

49.3%

16.8%

0.2%

0.0%

30.5%

2.2%

34.7%

10.0%

17.5%

0.2%

5.8%

47.4%

19.9%

0.0%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

施設等の無料送迎

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

東部地区

夏期(n=499) 冬期(n=498)
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・西の里地区居住者の私用時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（50.8％）が最も多くなっており、路線バス
の利用は29.5％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（48.9％）が最も多くなっており、路線バスの利用は31.5％と夏期よりも高くなっている。

問2-4 私用について

（3）私用時の主な交通手段（MA）

③西の里地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

23.2%

6.3%

20.5%

13.9%

29.5%

0.2%

5.5%

50.8%

15.8%
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0.0%

21.8%

2.7%

20.7%

14.9%

31.5%

0.2%
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48.9%

17.4%
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0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

施設等の無料送迎

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

西の里地区

夏期(n=526) 冬期(n=523)
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・大曲地区居住者の私用時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（55.3％）が最も多くなっており、路線バスの
利用は29.3％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（53.3％）が最も多くなっており、路線バスの利用は31.5％と夏期よりも高くなっている。

問2-4 私用について

（3）私用時の主な交通手段（MA）

④大曲地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

19.9%

6.1%

7.5%

14.0%

29.3%

0.0%

5.3%

55.3%

16.5%
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31.5%

0.2%
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53.3%
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0.0%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩

自転車

JR

地下鉄

路線バス

施設等の無料送迎

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

大曲地区

夏期(n=492) 冬期(n=492)
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・西部地区居住者の私用時の主な交通手段は、夏期では自らが運転する自動車（64.8％）が最も多くなっており、路線バスの
利用は24.0％となっている。
・冬期では自らが運転する自動車（63.8％）が最も多くなっており、路線バスの利用は25.1％と夏期よりも高くなっている。

問2-4 私用について

（3）私用時の主な交通手段（MA）

⑤西部地区

２．分析結果／問2 日頃の交通行動について

13.0%

4.4%

11.2%

10.1%

24.0%

0.0%

3.8%

64.8%

17.5%

0.6%

0.0%

12.9%

2.4%

11.1%

11.4%

25.1%

0.0%

3.9%

63.8%

18.3%

0.0%

0.0%
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自転車

JR

地下鉄

路線バス

施設等の無料送迎

タクシー

自動車（自ら運転）

自動車（送迎または同乗）

バイク

その他

西部地区

夏期(n=338) 冬期(n=334)
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・北広島団地地区居住者の帰宅時のバスの運行状況の影響は、かなり影響がある・影響があるを合わせた割合が高い項目は、
帰宅時のバスの運行頻度（46.8％）となっている。
・影響ない・あまり影響ないを合わせた割合が高い項目は、バスとバスとの乗り継ぎの待ち時間（75.1％）となっている。
・運行状況の改善による交通手段の変化は、現状の交通手段を使い続ける（47.5％）が最も多く、現在の移動手段とバスを
使い分け、バスを利用する機会が増える（41.1％）と続く。

２．分析結果／問3 北広島市のバス交通について

（1）帰宅時のバスの運行状況の影響（SA）
（2）（1）の運行状況が改善されたら交通手段は変化するか（SA）

①北広島団地地区

12.2%

14.8%

16.0%

7.7%

21.2%

32.0%

27.0%

17.1%

25.6%

21.2%

24.9%

24.2%

40.9%

32.0%

32.1%

50.9%

0% 25% 50% 75% 100%

最終バスの運行時間帯 (n=613)

帰宅時のバスの運行頻度 (n=628)

バスとJR、地下鉄との

乗り継ぎの待ち時間 (n=619)

バスとバスとの

乗り継ぎの待ち時間 (n=491)

北広島団地地区

かなり影響がある 影響がある あまり影響ない 影響ない

47.5%

4.8%

41.1%

6.6%

0% 20% 40% 60%

現在の交通手段を使い続ける

現在の移動手段をやめて

バスを利用する

現在の移動手段とバスを使い分け、

バスを利用する機会が増える

その他

北広島団地地区

n=774
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・東部地区居住者の帰宅時のバスの運行状況の影響は、かなり影響がある・影響があるを合わせた割合が高い項目は、
帰宅時のバスの運行頻度（45.6％）となっている。
・影響ない・あまり影響ないを合わせた割合が高い項目は、バスとバスとの乗り継ぎの待ち時間（76.7％）となっている。
・運行状況の改善による交通手段の変化は、現状の交通手段を使い続ける（51.4％）が最も多く、現在の移動手段とバスを
使い分け、バスを利用する機会が増える（33.4％）と続く。

２．分析結果／問3 北広島市のバス交通について

（1）帰宅時のバスの運行状況の影響（SA）
（2）（1）の運行状況が改善されたら交通手段は変化するか（SA）

②東部地区

51.4%

4.3%

33.4%

10.9%

0% 20% 40% 60%

現在の交通手段を使い続ける

現在の移動手段をやめて

バスを利用する

現在の移動手段とバスを使い分け、

バスを利用する機会が増える

その他

東部地区

n=533

16.8%

21.0%

14.8%

10.7%

22.5%

24.6%

21.8%

12.6%

20.2%

18.6%

24.9%

25.9%

40.5%

35.8%

38.5%

50.8%

0% 25% 50% 75% 100%

最終バスの運行時間帯 (n=351)

帰宅時のバスの運行頻度 (n=366)

バスとJR、地下鉄との

乗り継ぎの待ち時間 (n=358)

バスとバスとの

乗り継ぎの待ち時間 (n=317)

東部地区

かなり影響がある 影響がある あまり影響ない 影響ない
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・西の里地区居住者の帰宅時のバスの運行状況の影響は、かなり影響がある・影響があるを合わせた割合が高い項目は、
帰宅時のバスの運行頻度（63.4％）となっている。
・影響ない・あまり影響ないを合わせた割合が高い項目は、バスとバスとの乗り継ぎの待ち時間（62.7％）となっている。
・運行状況の改善による交通手段の変化は、現在の移動手段とバスを使い分け、バスを利用する機会が増える（45.2％）、
が最も多く、現状の交通手段を使い続ける（41.1％）と続く。

２．分析結果／問3 北広島市のバス交通について

（1）帰宅時のバスの運行状況の影響（SA）
（2）（1）の運行状況が改善されたら交通手段は変化するか（SA）

③西の里地区

28.7%

32.8%

22.3%

15.0%

26.0%

30.6%

28.2%

22.2%

22.7%

18.7%

27.0%

27.6%

22.5%

17.9%

22.5%

35.1%

0% 25% 50% 75% 100%

最終バスの運行時間帯 (n=488)

帰宅時のバスの運行頻度 (n=503)

バスとJR、地下鉄との

乗り継ぎの待ち時間 (n=489)

バスとバスとの

乗り継ぎの待ち時間 (n=387)

西の里地区

かなり影響がある 影響がある あまり影響ない 影響ない

41.1%

7.3%

45.2%

6.5%

0% 20% 40% 60%

現在の交通手段を使い続ける

現在の移動手段をやめてバスを利

用する

現在の移動手段とバスを使い分け、

バスを利用する機会が増える

その他

西の里地区

n=589
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・大曲地区居住者の帰宅時のバスの運行状況の影響は、かなり影響がある・影響があるを合わせた割合が高い項目は、
帰宅時のバスの運行頻度（67.3％）となっている。
・影響ない・あまり影響ないを合わせた割合が高い項目は、バスとバスとの乗り継ぎの待ち時間（55.6％）となっている。
・運行状況の改善による交通手段の変化は、現状の交通手段を使い続ける（47.0％）が最も多く、現在の移動手段とバスを
使い分け、バスを利用する機会が増える（38.9％）と続く。

２．分析結果／問3 北広島市のバス交通について

（1）帰宅時のバスの運行状況の影響（SA）
（2）（1）の運行状況が改善されたら交通手段は変化するか（SA）

④大曲地区

47.0%

6.7%

38.9%
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現在の交通手段を使い続ける
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その他
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n=553
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帰宅時のバスの運行頻度 (n=453)

バスとJR、地下鉄との

乗り継ぎの待ち時間 (n=419)

バスとバスとの

乗り継ぎの待ち時間 (n=360)

大曲地区

かなり影響がある 影響がある あまり影響ない 影響ない
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・西部地区居住者の帰宅時のバスの運行状況の影響は、かなり影響がある・影響があるを合わせた割合が高い項目は、
帰宅時のバスの運行頻度（75.3％）が最も多く、最終バスの運行時間帯（74.2％）となっている。
・影響ない・あまり影響ないを合わせた割合が高い項目は、バスとバスとの乗り継ぎの待ち時間（41.6％）となっている。
・運行状況の改善による交通手段の変化は、現在の移動手段とバスを使い分け、バスを利用する機会が増える（56.2％）が
最も多く、現状の交通手段を使い続ける（30.7％）と続く。

２．分析結果／問3 北広島市のバス交通について

（1）帰宅時のバスの運行状況の影響（SA）
（2）（1）の運行状況が改善されたら交通手段は変化するか（SA）

⑤西部地区

51.2%

52.7%

35.6%

31.6%

23.0%

22.6%

26.4%

26.8%

13.0%

12.7%

21.5%

21.2%

12.7%

12.0%

16.5%

20.4%

0% 25% 50% 75% 100%

最終バスの運行時間帯 (n=330)

帰宅時のバスの運行頻度 (n=332)

バスとJR、地下鉄との

乗り継ぎの待ち時間 (n=303)

バスとバスとの

乗り継ぎの待ち時間 (n=269)

西部地区

かなり影響がある 影響がある あまり影響ない 影響ない
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7.2%

56.2%

5.9%
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現在の交通手段を使い続ける

現在の移動手段をやめて

バスを利用する

現在の移動手段とバスを使い分け、

バスを利用する機会が増える

その他

西部地区

n=404
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・回答者が（1）で想定した目的は、私用（56.6％）が最も多く、通勤・通学（30.4％）、買物（28.6％）と続く。

２．分析結果／問3 北広島市のバス交通について

（3）（1）の質問で想定した目的（MA）

30.4%

28.6%

18.9%

56.6%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80%

通勤・通学

買い物

通院

私用

その他

【（1）の質問で想定した目的】

n=2985
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・回答者のバスを利用する際に最も困っていることは、利用したい時間にバスがない（46.1％）が最も多く、
困っていない（23.5％）と続く。
・困っていることが改善されたらバスの利用頻度の変化は、増える（51.0％）、変わらない（23.1％）となっている。

２．分析結果／問3 北広島市のバス交通について

（4）バスを利用する際に最も困っていること（SA）

（5）（4）で困っていることが改善されたら、利用頻度は変化するか（SA）

46.1%

5.0%

2.4%

7.5%

7.1%

1.8%

23.5%

6.5%

利用したい時間にバスがない

自宅付近にバスが運行していない

目的地の近くにバス停がない

目的地までの直通のバス路線がない

そもそもバスの運行ルートがわからない

そもそもバスの使い方を知らない

困っていない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

バスを利用する際に最も困っていること

n=3111

増える

51.0%
変わらな

い

23.1%

わからな

い

25.9%

困っていることが改善されたら

利用頻度は変化するか

n=2797
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・北広島団地地区居住者のバス路線があったら行きたい地区は、特にないを除くと、大曲地区（18.8％）が最も多く、
東部地区（9.8％）、北広島団地地区（9.3％）と続く。
・（1）で最も多かった大曲地区の行きたい施設は、商業施設（57.2％）が最も多く、地区会館等の交流施設（17.4％）、
医療施設（11.9％）と続く。

２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

①北広島団地地区
（1）バス路線があったら行きたい地区（MA）
（2）（1）で答えた地区の行きたい施設（MA）

9.3%

9.8%

3.1%

18.8%

1.9%

65.6%

0% 20% 40% 60% 80%

北広島団地地区

東部地区

西の里地区

大曲地区

西部地区

特にない

バス路線があったら行きたい地区

n=738

会社

4.7%

2.6%

10.6%

4.0%

4.2%

学校

1.9%

0.0%

0.0%

0.5%

4.2%

商業施設

34.0%

26.3%

31.9%

57.2%

33.3%

医療施設

22.6%

28.9%

17.0%

11.9%

12.5%

交流施設

19.8%

19.3%

21.3%

17.4%

25.0%

友人宅

5.7%

8.8%

14.9%

7.0%

12.5%

その他

11.3%

14.0%

4.3%

2.0%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

北広島団地地区(n=106) 

東部地区(n=114) 

西の里地区(n=47) 

大曲地区(n=201) 

西部地区(n=24) 

（1）で答えた行きたい施設
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・（2）で回答した施設に行く際に利用したい公共交通は、地域をきめ細かく運行する路線バスのような新たな公共交通
（36.0％）が最も多く、現在の路線バスの利便性を高めた公共交通（35.6％）と続く。
・（3）で回答した公共交通が新たに運行される場合の外出頻度の変化は、変わらない（40.2％）、増える（19.1％）
となっている。

２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

①北広島団地地区
（3）（2）の施設に行く際に利用したい公共交通（SA）
（4）（3）の公共交通が新たに運行される場合、外出頻度が変化するか（SA）

16.9%

35.6%

36.0%

10.1%

1.4%

現在の路線バスのような公共交通

現在の路線バスの利便性を高めた

（運行便数の増便等）公共交通

地域をきめ細かく運行する路線バス

のような新たな公共交通

予約に応じて運行するタクシー

のような新たな公共交通

その他

0% 10% 20% 30% 40%

（2）の施設に行く際に利用したい公共交通

n=278

増える

19.1%

変わら

ない

40.2%

わからな

い

40.7%

公共交通が新たに運行される場合

外出頻度は変化するか

n=246
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２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

②東部地区
（1）バス路線があったら行きたい地区（MA）
（2）（1）で答えた地区の行きたい施設（MA）

・東部地区居住者のバス路線があったら行きたい地区は、特にないを除くと、大曲地区（17.4％）が最も多く、
東部地区（7.3％）、北広島団地地区（6.1％）と続く。
・（1）で最も多かった大曲地区の行きたい施設は、商業施設（68.8％）が最も多く、医療施設（8.9％）、
地区会館等の交流施設（7.1％）と続く。

6.1%

7.3%

1.7%

17.4%

1.7%

71.0%

0% 20% 40% 60% 80%

北広島団地地区

東部地区

西の里地区

大曲地区

西部地区

特にない

バス路線があったら行きたい地区

n=524

会社

4.9%

13.5%

25.0%

5.4%

0.0%

学校

2.4%

3.8%

0.0%

1.8%

0.0%

商業施設

31.7%

26.9%

33.3%

68.8%

50.0%

医療施設

12.2%

19.2%

0.0%

8.9%

16.7%

交流施設

26.8%

15.4%

16.7%

7.1%

8.3%

友人宅

12.2%

0.0%

16.7%

6.3%

16.7%

その他

9.8%

21.2%

8.3%

1.8%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

北広島団地地区(n=41) 

東部地区(n=52) 

西の里地区(n=12) 

大曲地区(n=112) 

西部地区(n=12) 

（1）で答えた行きたい施設
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・（2）で回答した施設に行く際に利用したい公共交通は、現在の路線バスの利便性を高めた公共交通（38.0％）が最も多く、
地域をきめ細かく運行する路線バスのような新たな公共交通（34.5％）と続く。
・（3）で回答した公共交通が新たに運行される場合の外出頻度の変化は、変わらない（43.6％）、増える（16.8％）
となっている。

２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

②東部地区
（3）（2）の施設に行く際に利用したい公共交通（SA）
（4）（3）の公共交通が新たに運行される場合、外出頻度が変化するか（SA）

14.6%

38.0%

34.5%

9.9%

2.9%

現在の路線バスのような公共交通

現在の路線バスの利便性を高めた

（運行便数の増便等）公共交通

地域をきめ細かく運行する路線バス

のような新たな公共交通

予約に応じて運行するタクシー

のような新たな公共交通

その他

0% 10% 20% 30% 40%

（2）の施設に行く際に利用したい公共交通

n=171

増える

16.8%

変わら

ない

43.6%

わからな

い

39.6%

公共交通が新たに運行される場合

外出頻度は変化するか

n=149
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２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

③西の里地区
（1）バス路線があったら行きたい地区（MA）
（2）（1）で答えた地区の行きたい施設（MA）

・西の里地区居住者のバス路線があったら行きたい地区は、特にないを除くと、大曲地区（23.2％）が最も多く、
北広島団地地区（6.5％）と続く。
・（1）で最も多かった大曲地区の行きたい施設は、商業施設（65.3％）が最も多く、地区会館等の交流施設（13.6％）、
その他（6.3％）と続く。

6.5%

3.2%

2.3%

23.2%

0.7%

69.1%

0% 20% 40% 60% 80%

北広島団地地区

東部地区

西の里地区

大曲地区

西部地区

特にない

バス路線があったら行きたい地区

n=569

会社

1.7%

6.7%

7.7%

4.0%

0.0%

学校

1.7%

3.3%

0.0%

1.1%

0.0%

商業施設

41.4%

36.7%

38.5%

65.3%

28.6%

医療施設

19.0%

6.7%

38.5%

5.7%

14.3%

交流施設

24.1%

33.3%

0.0%

13.6%

28.6%

友人宅

3.4%

6.7%

0.0%

4.0%

0.0%

その他

8.6%

6.7%

15.4%

6.3%

28.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

北広島団地地区(n=58) 

東部地区(n=30) 

西の里地区(n=13) 

大曲地区(n=176) 

西部地区(n=7) 

（1）で答えた行きたい施設
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・（2）で回答した施設に行く際に利用したい公共交通は、地域をきめ細かく運行する路線バスのような新たな公共交通
（37.8％）が最も多く、現在の路線バスの利便性を高めた公共交通（26.5％）と続く。
・（3）で回答した公共交通が新たに運行される場合の外出頻度の変化は、変わらない（30.1％）、増える（27.2％）、
となっている。

２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

③西の里地区
（3）（2）の施設に行く際に利用したい公共交通（SA）
（4）（3）の公共交通が新たに運行される場合、外出頻度が変化するか（SA）

24.0%

26.5%

37.8%

10.7%

1.0%

現在の路線バスのような公共交通

現在の路線バスの利便性を高めた

（運行便数の増便等）公共交通

地域をきめ細かく運行する路線バス

のような新たな公共交通

予約に応じて運行するタクシー

のような新たな公共交通

その他

0% 10% 20% 30% 40%

（2）の施設に行く際に利用したい公共交通

n=196

増える

27.2%

変わら

ない

30.1%

わからな

い

42.8%

公共交通が新たに運行される場合

外出頻度は変化するか

n=173
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２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

④大曲地区
（1）バス路線があったら行きたい地区（MA）
（2）（1）で答えた地区の行きたい施設（MA）

・大曲地区居住者のバス路線があったら行きたい地区は、特にないを除くと、北広島団地地区（9.6％）が最も多く、
大曲地区（7.7％）、東部地区（7.0％）と続く。
・（1）で最も多かった北広島団地地区の行きたい施設は、地区会館等の交流施設（28.6％）が最も多く、商業施設
（22.2％）、その他（20.6％）と続く。

9.6%

7.0%

6.2%

7.7%

0.4%

73.2%

0% 20% 40% 60% 80%

北広島団地地区

東部地区

西の里地区

大曲地区

西部地区

特にない

バス路線があったら行きたい地区

n=530

会社

7.9%

9.3%

9.3%

7.5%

25.0%

学校

6.3%

3.7%

14.0%

1.9%

0.0%

商業施設

22.2%

24.1%

20.9%

47.2%

0.0%

医療施設

7.9%

11.1%

4.7%

26.4%

50.0%

交流施設

28.6%

18.5%

18.6%

3.8%

25.0%

友人宅

6.3%

9.3%

7.0%

5.7%

0.0%

その他

20.6%

24.1%

25.6%

7.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

北広島団地地区(n=63) 

東部地区(n=54) 

西の里地区(n=43) 

大曲地区(n=53) 

西部地区(n=4) 

（1）で答えた行きたい施設
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・（2）で回答した施設に行く際に利用したい公共交通は、地域をきめ細かく運行する路線バスのような新たな公共交通
（33.5％）が最も多く、現在の路線バスの利便性を高めた公共交通（31.1％）と続く。
・（3）で回答した公共交通が新たに運行される場合の外出頻度の変化は、変わらない（36.5％）、増える（24.1％）
となっている。

２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

④大曲地区
（3）（2）の施設に行く際に利用したい公共交通（SA）
（4）（3）の公共交通が新たに運行される場合、外出頻度が変化するか（SA）

20.5%

31.1%

33.5%

12.4%

2.5%

現在の路線バスのような公共交通

現在の路線バスの利便性を高めた

（運行便数の増便等）公共交通

地域をきめ細かく運行する路線バス

のような新たな公共交通

予約に応じて運行するタクシー

のような新たな公共交通

その他

0% 10% 20% 30% 40%

（2）の施設に行く際に利用したい公共交通

n=161

増える

24.1%

変わら

ない

36.5%

わからな

い

39.4%

公共交通が新たに運行される場合

外出頻度は変化するか

n=137
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２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

⑤西部地区
（1）バス路線があったら行きたい地区（MA）
（2）（1）で答えた地区の行きたい施設（MA）

・西部地区居住者のバス路線があったら行きたい地区は、特にないを除くと、北広島団地地区（30.1％）が最も多く、
大曲地区（16.4％）、東部地区（15.9％）と続く。
・（1）で最も多かった北広島団地地区の行きたい施設は、商業施設（29.6％）が最も多く、その他（23.1％）、
医療施設（17.8％）と続く。

30.1%

15.9%

4.7%

16.4%

6.5%

45.0%

0% 20% 40% 60% 80%

北広島団地地区

東部地区

西の里地区

大曲地区

西部地区

特にない

バス路線があったら行きたい地区

n=402

会社

4.7%

1.0%

3.0%

4.4%

7.7%

学校

8.9%

9.4%

15.2%

6.1%

12.8%

商業施設

29.6%

29.2%

36.4%

45.6%

15.4%

医療施設

17.8%

15.6%

15.2%

20.2%

17.9%

交流施設

8.9%

16.7%

15.2%

10.5%

15.4%

友人宅

7.1%

9.4%

15.2%

7.0%

15.4%

その他

23.1%

18.8%

0.0%

6.1%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

北広島団地地区(n=169) 

東部地区(n=96) 

西の里地区(n=33) 

大曲地区(n=114) 

西部地区(n=39) 

（1）で答えた行きたい施設
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・（2）で回答した施設に行く際に利用したい公共交通は、現在の路線バスの利便性を高めた公共交通（44.7％）が最も多く、
地域をきめ細かく運行する路線バスのような新たな公共交通（31.9％）と続く。
・（3）で回答した公共交通が新たに運行される場合の外出頻度の変化は、変わらない（49.8％）、増える（14.7％）
となっている。

２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

⑤西部地区
（3）（2）の施設に行く際に利用したい公共交通（SA）
（4）（3）の公共交通が新たに運行される場合、外出頻度が変化するか（SA）

13.2%

44.7%

31.9%

9.8%

0.4%

現在の路線バスのような公共交通

現在の路線バスの利便性を高めた

（運行便数の増便等）公共交通

地域をきめ細かく運行する路線バス

のような新たな公共交通

予約に応じて運行するタクシー

のような新たな公共交通

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

（2）の施設に行く際に利用したい公共交通

n=235

増える

14.7%

変わら

ない

49.8%

わからな

い

35.5%

公共交通が新たに運行される場合

外出頻度は変化するか

n=211
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・公共交通を維持・確保していく上で、回答者の考えに最も近いものは、自転車利用者も積極的に公共交通を利用するなど、
生活スタイルを変える必要がある（39.9％）が最も多く、事業者が利便性を高めるなど、自助努力が必要（37.6％）、
公共交通利用者が利用頻度を上げる必要がある（32.8％）と続く。

２．分析結果／問4 北広島市のバス交通に対するニーズについて

（5）公共交通を維持・確保していく上で、考えに最も近いもの（MA）

37.6%

27.8%

32.8%

4.2%

39.9%

6.0%

15.2%

17.0%

0% 20% 40% 60%

事業者が利便性を高めるなど、

自助努力が必要

市で運行経費をさらに負担する

必要がある

公共交通利用者が利用頻度を

上げる必要がある

公共交通利用者がより高い運賃を

払う必要がある

自動車利用者も積極的に公共交通を

利用するなど、生活スタイルを変える必要がある

市が単独で運行経費を負担するだけではなく、

自治会など住民も負担する必要がある

現状で利用者が少ないバス路線は、

運行便数の減便や路線廃止も仕方ないと思う

わからない

公共交通を維持・確保していく上で考えに近いもの

n=2716
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自宅からバス停までの距離 (n=2,959)

バスの運行本数 (n=2,582)

バスの始発時刻 (n=2,282)

バスの終発時刻 (n=2,329)

バスの乗車時間 (n=2,509)

バス停の環境（ベンチ、屋根等） (n=2,667)

バスの運行ルート (n=2,503)

バスの行き先 (n=2,506)

バスの運行時間の正確さ（定時性） (n=2,562)

バスへの乗り降りのしやすさ（段差） (n=2,632)

バスとバスの乗り継ぎ (n=1,530)

バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ (n=2,266)

バスの運行情報の分かりやすさ (n=2,401)

バスの運賃 (n=2,598)

現状のバスに対する総合評価 (n=2,606)

現在のバスサービスに対する満足度

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満

・回答者全体の現在のバスサービスに対する満足度は、とても満足・どちらかと言えば満足を合わせた割合が
高い項目として、自宅からバス停までの距離（45.6％）となっている。
・とても不満・どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として、バスの運行本数（68.4％）、バスの終発時刻
（54.5％）となっている。

２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

①アンケート回答者全体（SA）
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自宅からバス停までの距離 (n=776)

バスの運行本数 (n=655)

バスの始発時刻 (n=571)

バスの終発時刻 (n=580)

バスの乗車時間 (n=658)

バス停の環境（ベンチ、屋根等） (n=692)

バスの運行ルート (n=642)

バスの行き先 (n=633)

バスの運行時間の正確さ（定時性） (n=669)

バスへの乗り降りのしやすさ（段差） (n=692)

バスとバスの乗り継ぎ (n=338)

バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ (n=585)

バスの運行情報の分かりやすさ (n=615)

バスの運賃 (n=689)

現状のバスに対する総合評価 (n=677)

北広島団地地区

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満

・北広島団地地区居住者の現在のバスサービスに対する満足度は、とても満足・どちらかと言えば満足を合わせた割合が
高い項目として、自宅からバス停までの距離（56.7％）となっている。
・とても不満・どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として、バスの運行本数（59.7％）、バスとJRや地下鉄等
との乗継（40.7％）となっている。

２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

②北広島団地地区（SA）
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自宅からバス停までの距離 (n=492)

バスの運行本数 (n=369)

バスの始発時刻 (n=314)

バスの終発時刻 (n=316)

バスの乗車時間 (n=357)

バス停の環境（ベンチ、屋根等） (n=406)

バスの運行ルート (n=351)

バスの行き先 (n=367)

バスの運行時間の正確さ（定時性） (n=375)

バスへの乗り降りのしやすさ（段差） (n=403)

バスとバスの乗り継ぎ (n=212)

バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ (n=312)

バスの運行情報の分かりやすさ (n=357)

バスの運賃 (n=385)

現状のバスに対する総合評価 (n=385)

東部地区

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満

２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

③東部地区（SA）

・東部地区居住者の現在のバスサービスに対する満足度は、とても満足・どちらかと言えば満足を合わせた割合が
高い項目として、自宅からバス停までの距離（53.5％）となっている。
・とても不満・どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として、バスの運行本数（63.4％）、バスの終発時刻
（50.6％）、バスの運行情報の分かりやすさ（46.0％）となっている。
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自宅からバス停までの距離 (n=598)

バスの運行本数 (n=557)

バスの始発時刻 (n=498)

バスの終発時刻 (n=518)

バスの乗車時間 (n=542)

バス停の環境（ベンチ、屋根等） (n=564)

バスの運行ルート (n=545)

バスの行き先 (n=549)

バスの運行時間の正確さ（定時性） (n=545)

バスへの乗り降りのしやすさ（段差） (n=553)

バスとバスの乗り継ぎ (n=319)

バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ (n=513)

バスの運行情報の分かりやすさ (n=514)

バスの運賃 (n=544)

現状のバスに対する総合評価 (n=559)

西の里地区

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満

２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

④西の里地区（SA）

・西の里地区居住者の現在のバスサービスに対する満足度は、とても満足・どちらかと言えば満足を合わせた割合が
高い項目として、自宅からバス停までの距離（41.6％）となっている。
・とても不満・どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として、バスの運行本数（72.9％）、バスの終発時刻
（58.1％）となっている。
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自宅からバス停までの距離 (n=562)

バスの運行本数 (n=515)

バスの始発時刻 (n=457)

バスの終発時刻 (n=471)

バスの乗車時間 (n=494)

バス停の環境（ベンチ、屋根等） (n=517)

バスの運行ルート (n=499)

バスの行き先 (n=495)

バスの運行時間の正確さ（定時性） (n=504)

バスへの乗り降りのしやすさ（段差） (n=505)

バスとバスの乗り継ぎ (n=348)

バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ (n=441)

バスの運行情報の分かりやすさ (n=471)

バスの運賃 (n=513)

現状のバスに対する総合評価 (n=509)

大曲地区

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満

２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

⑤大曲地区（SA）

・大曲地区居住者の現在のバスサービスに対する満足度は、とても満足・どちらかと言えば満足を合わせた割合が
高い項目として、自宅からバス停までの距離（41.0％）となっている。
・とても不満・どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として、バスの運行本数（65.6％）、バスの終発時刻
（61.6％）、バスの運賃（58.9％）となっている。
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自宅からバス停までの距離 (n=400)

バスの運行本数 (n=381)

バスの始発時刻 (n=340)

バスの終発時刻 (n=348)

バスの乗車時間 (n=357)

バス停の環境（ベンチ、屋根等） (n=376)

バスの運行ルート (n=361)

バスの行き先 (n=358)

バスの運行時間の正確さ（定時性） (n=362)

バスへの乗り降りのしやすさ（段差） (n=370)

バスとバスの乗り継ぎ (n=239)

バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ (n=310)

バスの運行情報の分かりやすさ (n=339)

バスの運賃 (n=357)

現状のバスに対する総合評価 (n=369)

西部地区

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満

２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

⑥西部地区（SA）

・西部地区居住者の現在のバスサービスに対する満足度は、とても満足・どちらかと言えば満足を合わせた割合が
高い項目として、自宅からバス停までの距離（28.5％）となっている。
・とても不満・どちらかと言えば不満を合わせた割合が高い項目として、バスの運行本数（87.2％）、バスの終発時刻
（78.4％）、バスの運賃（57.2％）となっている。
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自宅からバス停までの距離 (n=2,959)

バスの運行本数 (n=2,582)

バスの始発時刻 (n=2,282)

バスの終発時刻 (n=2,329)

バスの乗車時間 (n=2,509)

バス停の環境（ベンチ、屋根等） (n=2,667)

バスの運行ルート (n=2,503)

バスの行き先 (n=2,506)

バスの運行時間の正確さ（定時性） (n=2,562)

バスへの乗り降りのしやすさ（段差） (n=2,632)

バスとバスの乗り継ぎ (n=1,530)

バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ (n=2,266)

バスの運行情報の分かりやすさ (n=2,401)

バスの運賃 (n=2,598)

現状のバスに対する総合評価 (n=2,606)

現在のバスサービスに対する満足度

とても満足 どちらかと言えば満足 どちらとも言えない どちらかと言えば不満 とても不満

２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

■満足度分析（考え方）
●ＣＳポートフォリオ分析
・「バスの満足度」につながると考えられる要素について、個別に満足度を把握

・これらの個別要素が「バスの総合満足度」に与える影響（どの要素が総合満足度にどの程度

影響しているのか＝どの要素が重要なのか）を把握

→「重要な要素」の内、特に「満足度の低いもの」
→バスサービス改善の「重点改善分野」＝優先的に施策を検討する必要がある項目

総合満足度

これらの要素が
総合満足度に
どの程度

影響しているのか
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２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

①CSポートフォリオ分析結果まとめ

全体 第1住区 第2住区 第3住区 第4住区

1.自宅からバスまでの距離 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

2.バスの運行本数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3.バスの始発時刻 4 4 3 4 2 4 4 4 4 1

4.バスの終発時刻 1 3 3 1 1 3 1 1 1 1

5.バスの乗車時間 4 4 4 2 4 4 4 4 4 4

6.バス停の環境（ベンチ、屋根等） 3 3 2 4 3 3 3 4 1 4

7.バスの運行ルート 1 1 1 1 4 1 2 2 1 1

8.バスの行き先 2 1 3 1 2 1 4 2 4 1

9.バスの運行時間の正確さ（定時性） 4 4 2 4 4 4 2 4 4 2

10.バスへの乗り降りのしやすさ（段差） 4 4 4 2 4 2 4 4 4 4

11.バスとバスの乗り継ぎ 2 3 2 3 3 3 2 1 2 2

12.バスとJRや地下鉄等との乗り継ぎ 1 1 2 3 1 1 3 1 4 1

13.バスの運行情報の分かりやすさ 3 1 1 1 1 3 1 3 3 2

14.バスの運賃 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

大曲地区 西部地区全回答者
北広島団地地区

東部地区 西の里地区

《CSポートフォリオ図の見方》

①重要改善分野
⇒重要度は高いにも関わらず、

満足度が低い分野

②重点維持分野
⇒重要度・満足度ともに高い分野

③改善分野
⇒重要度・満足度ともに低い分野

④維持分野
⇒重要度は低いものの、

満足度は高い分野
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分野

③改善分野 ④維持分野

②重点維持

分野

■全地区共通の重点改善分野
「バスの運行本数」、「バスの運賃」
■各地区の重点改善分野（全地区共通除く）
●北広島団地地区
・「バスの運行ルート」、「バスの行き先」、「バスとＪＲ
や地下鉄等との乗り継ぎ」、「バスの運行情報の分かりや
すさ」
●東部地区
・「バスの終発時刻」、「バスの運行情報の分かりやすさ」
●西の里地区
・「バスの終発時刻」、「バスとバスの乗り継ぎ」、「バス
とＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ」
●大曲地区
・「バスの終発時刻」、「バス停の環境」、「バスの運行ルート」
●西部地区
・「バスの始発時刻」、「バスの終発時刻」、「バスの運行ルート」、「バスの行き先」、「バスとＪＲや地下鉄等との乗り継ぎ」
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・全体傾向としては、「バスの運行本数」をはじめ、「バスの終発時刻」、「バスの運行ルート」、「バスとＪＲや地下鉄
との乗り継ぎ」、「バスの運賃」が重要改善分野に属しており、市民のバス交通に対する満足度を向上させるためには、
これらサービス水準の向上に係る施策の実施が求められる。

２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

②アンケート回答者全体／ＣＳポートフォリオ分析

1.自宅からバス

までの距離

2.バスの運行本数

3.バスの始発時刻

4.バスの終発時刻

5.バスの乗車時間

6.バス停の環境

（ベンチ、屋根等）

7.バスの運行ルート

8.バスの行き先

9.バスの運行時間の

正確さ（定時性）

10.バスへの乗り降り

のしやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスとJRや地下鉄

等との乗り継ぎ

13.バスの運行情報

の分かりやすさ

14.バスの運賃
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【回答者全体（有効回答数：1,158）】
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２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

③北広島団地地区／ＣＳポートフォリオ分析

1.自宅からバス

までの距離

2.バスの運行本数

3.バスの始発時刻

4.バスの終発時刻

5.バスの乗車時間

6.バス停の環境

（ベンチ、屋根等）

7.バスの運行ルート

8.バスの行き先

9.バスの運行時間の

正確さ（定時性）

10.バスへの乗り降り

のしやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスとJRや地下鉄

等との乗り継ぎ

13.バスの運行情報

の分かりやすさ

14.バスの運賃
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【北広島団地地区（有効回答数：254）】

・北広島団地地区では、全体傾向と比較し、「バスの行き先」や「バスの運行情報の分かりやすさ」が新たに重要改善分野
として挙がっており、住民の移動ニーズを踏まえた運行路線の構築や団地地区内を運行するバス路線の運行情報の提供な
どの施策が想定される。
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1.自宅からバス

までの距離

2.バスの運行本数

3.バスの始発時刻

4.バスの終発時刻

5.バスの乗車時間

6.バス停の環境

（ベンチ、屋根等）

7.バスの運行ルート

8.バスの行き先

9.バスの運行時間の

正確さ（定時性）

10.バスへの乗り降り

のしやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスとJRや地下鉄

等との乗り継ぎ

13.バスの運行情報

の分かりやすさ

14.バスの運賃
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２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

④【参考①】北広島団地地区（住区別）／ＣＳポートフォリオ分析

1.自宅からバス

までの距離

2.バスの運行本数

3.バスの始発時刻

4.バスの終発時刻

5.バスの乗車時間

6.バス停の環境

（ベンチ、屋根等）

7.バスの運行ルート

8.バスの行き先

9.バスの運行時間の

正確さ（定時性）

10.バスへの乗り降り

のしやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスとJRや地下鉄

等との乗り継ぎ

13.バスの運行情報

の分かりやすさ

14.バスの運賃
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重点維持分野

【北広島団地地区-第１住区（有効回答数：30）】 【北広島団地地区-第２住区（有効回答数：54）】
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1.自宅からバス

までの距離

2.バスの運行本数

3.バスの始発時刻

4.バスの終発時刻

5.バスの乗車時間

6.バス停の環境

（ベンチ、屋根等）

7.バスの運行ルート

8.バスの行き先

9.バスの運行時間の

正確さ（定時性）

10.バスへの乗り降り

のしやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスとJRや地下鉄

等との乗り継ぎ

13.バスの運行情報

の分かりやすさ

14.バスの運賃
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1.自宅からバス

までの距離

2.バスの運行本数

3.バスの始発時刻

4.バスの終発時刻

5.バスの乗車時間

6.バス停の環境

（ベンチ、屋根等）

7.バスの運行ルート

8.バスの行き先

9.バスの運行時間の

正確さ（定時性）

10.バスへの乗り降り

のしやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスとJRや地下鉄

等との乗り継ぎ

13.バスの運行情報

の分かりやすさ

14.バスの運賃
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２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

⑤【参考②】北広島団地地区（住区別）／ＣＳポートフォリオ分析

【北広島団地地区-第３住区（有効回答数：73）】 【北広島団地地区-第４住区（有効回答数：69）】
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1.自宅からバス

までの距離

2.バスの運行本数

3.バスの始発時刻

4.バスの終発時刻

5.バスの乗車時間

6.バス停の環境

（ベンチ、屋根等）

7.バスの運行ルート

8.バスの行き先

9.バスの運行時間の

正確さ（定時性）

10.バスへの乗り降り

のしやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスとJRや地下鉄

等との乗り継ぎ

13.バスの運行情報

の分かりやすさ

14.バスの運賃
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1.自宅からバス

までの距離

2.バスの運行本数

3.バスの始発時刻

4.バスの終発時刻

5.バスの乗車時間

6.バス停の環境（ベ

ンチ、屋根等）

7.バスの運行ルート

8.バスの行き先

9.バスの運行時間の

正確さ（定時性）

10.バスへの乗り降り

のしやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスとJRや地下鉄

等との乗り継ぎ

13.バスの運行情報

の分かりやすさ

14.バスの運賃
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２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

⑥東部地区・西の里地区／ＣＳポートフォリオ分析

【東部地区（有効回答数：158）】 【西の里地区（有効回答数：260）】

・東部地区の傾向としては、全体傾向と比較し、「バスの運行情報の分かりやすさ」が新たに重要改善分野に挙がっており、
東部地区内を運行するバス路線の運行情報等の情報提供が有効と考えられる。
・西の里地区は、地区内（特に大曲地区）の移動を行うにあたり、バスからバスへの乗継が必要となっていることから、全
体傾向と比較すると、「バスとバスの乗り継ぎ」が新たに重要改善分野に挙がっている。
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1.自宅からバス

までの距離

2.バスの運行本数

3.バスの始発時刻

4.バスの終発時刻

5.バスの乗車時間

6.バス停の環境

（ベンチ、屋根等）

7.バスの運行ルート

8.バスの行き先

9.バスの運行時間の

正確さ（定時性）

10.バスへの乗り降り

のしやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスとJRや地下鉄

等との乗り継ぎ 13.バスの運行情報

の分かりやすさ

14.バスの運賃
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のしやすさ（段差）

11.バスとバス

の乗り継ぎ

12.バスとJRや地下鉄

等との乗り継ぎ

13.バスの運行情報

の分かりやすさ

14.バスの運賃
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２．分析結果／問5 現在のバスサービスに対する満足度（SA）

⑦大曲地区・西部地区／ＣＳポートフォリオ分析

【大曲地区（有効回答数：282）】 【西部地区（有効回答数：204）】

・大曲地区の傾向は、全体傾向と比較し、「バス停の環境（ベンチ、屋根等）」が新たに重要改善分野に挙がっており、利
用者数の多いバス停に対する屋根付きのバス停の整備などの施策が想定される。
・西部地区は、札幌方面からのバス路線が夜間時間帯において大曲地区で終着となっていることもあり、「バスの終発時
刻」や「バスの運行ルート」が重要改善分野として挙がってる他、全体傾向と比較し、「バスの行き先」が新たな重要改
善分野に挙がっている。


